
南知多町コミュニティバス（海っ子バス）運行業務委託に係る 

公募型プロポーザル実施要項 

１．目的 

本実施要項は、南知多町コミュニティバス（海っ子バス）運行業務委託に係る契約

の受託候補者（一者）を公募型企画提案方式（以下、「プロポーザル」という。）に

より選定するために必要な事項を定めたものである。 

２．業務の概要 

（１）業務名称 

南知多町コミュニティバス（海っ子バス）運行業務委託 

（２）業務内容 

別紙南知多町コミュニティバス（海っ子バス）運行業務委託仕様書（以下「仕

様書」という。）のとおり。 

（３）運行業務委託期間 

令和５年１０月１日から令和１０年９月３０日まで（長期継続契約の予定） 

（４）事業費限度額 

年額１２７，５７８，０００円（消費税額及び地方消費税額を含む。） 

※見積書には、１年間の運行業務に係る費用を記載すること。 

３．選定方針 

受託候補者の選定は、南知多町の職員で構成する「南知多町コミュニティバス（海

っ子バス）運行業務委託に関する企画提案審査会」（以下、「審査会」という。）に

おいて、業務実績等による評価、企画提案書等による評価、提案価格書の評価の審査

を実施し、評価の合計点が最も高い者を受託候補者に、次に合計点が高い者を次点候

補者として選定する。 

４．スケジュール 

公募から受託候補者選定までのスケジュールは以下のとおりとする。 

実施内容 期日等 

（１）公募開始 令和５年 １月３０日（月） 

（２）質問受付期限 令和５年 ２月 ８日（水）午後５時（必着） 

（３）質問書に対する回答 令和５年 ２月１０日（金） 

（４）参加表明受付期限 令和５年 ２月１５日（水）午後５時（必着） 

（５）参加資格審査結果通知 令和５年 ２月２０日（月） 

（６）提案書等提出期限 令和５年 ３月 ３日（金）午後５時（必着） 

（７）選定結果通知 令和５年 ３月１０日（月） 

（８）契約の締結 令和４年 ４月下旬（予定） 



５．審査会等の構成 

企画提案審査会及び事務局については、以下のとおり。 

（１）審査会 

町職員５名（副町長、総務部長、建設経済部長、厚生部長、教育部長） 

（２）事務局 

南知多町 総務部 まちづくり推進室 地域振興係（担当：内田・森） 

〒４７０－３４９５ 南知多町大字豊浜字貝ヶ坪18番地 

電 話：０５６９－６５－０７１１（内線３３１・３３２） 

ＦＡＸ：０５６９－６５－０６９４ 

メール：chiiki@town.minamichita.lg.jp 

６．参加表明 

企画提案に参加を希望する者は、以下の書類を提出すること。 

（１）提出書類 

番号 提出書類名 提出上の注意 

① 参加表明書（様式第１号） 契約時に使用する印鑑を押印のこと。 

② 法人概要書（様式第２号）  

③ 誓約書（様式第３号） 契約時に使用する印鑑を押印のこと。 

④ 業務経歴書（様式第４号） 契約書の写しも添付すること。 

⑤ 印鑑証明書の写し ※発行３か月以内のものであること。 

⑥ その他町長が必要と認める書類  

（２）提出方法 

郵送又は持参により、事務局あてに提出すること。 

（３）提出期限 

令和５年２月１５日（水）午後５時必着 

（４）提出部数 

各書類１部を提出すること。 

（５）書類の配付 

プロポーザル実施要項、仕様書及び提出書類等各種様式については、

令和５年２月１５日（水）まで、町ホームページ上で配布する。 

（６）参加資格審査結果の通知 

参加資格審査結果の通知については、令和５年２月２０日（月）までに電子メー

ルにより通知する。 

７．参加資格要件 

「６．参加表明」に係る提出書類は、企画提案書の提出を要請する参加者（以下、

「参加要請者」という。）を選定する基礎資料とする。本プロポーザルに参加できる

ものは、次の要件を全て満たすものとする。 

（１）法人格を有していること。 



（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に

該当しない者であること。 

（３）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続又は会社更生法（平

成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続の適用を受けていない者であり、か

つ再生手続又は更生手続の開始の申立てをしていない者であること。 

（４）本事業の公募開始日から契約締結日までに、本町から指名停止基準に基づく指

名停止の措置を受けていないこと。 

（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第２号に規定する暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む）

若しくは暴力団の構成員でなくなった日から５年を経過しない者の統制下にある

団体でないこと。 

（６）国税、都道府県税及び市区町村税の滞納がないこと。 

（７）地方自治体におけるコミュニティバス運行等に関する事業の受注経験があるこ

と。 

８．質問及び回答 

（１）質問 

① 質問方法 

質問書（様式第５号）を電子メールにより、事務局あてに送付し、必ず事務局

へ受信確認の連絡を行うこと。 

② 受付期間 

令和５年１月３０日（月）から令和５年２月８日（水）午後５時必着。 

（２）回答 

① 回答方法 

町ホームページ上に記載し、個別での回答はしない。 

② 回答日 

令和５年２月１０日（金）までに順次回答する。 

９．企画提案書の提出 

プロポーザル参加者は企画提案書等の提出にあたって、本実施要項及び仕様書等を

熟読の上、作成すること。また、下記提出書類について、電子データが保存されてい

るＣＤ－Ｒ等を１部提出すること。 

（１）提出書類 

① 企画提案概要書（書式自由） 

企画提案の概要をＡ４判１枚（両面印刷可）で作成すること。 

② 企画提案書（書式自由） 

記載事項は、「南知多町コミュニティバス（海っ子バス）運行業務委託仕様書」

（別紙）の内容を踏まえ、以下の項目及び順番に沿って記載すること。 

ア 業務スケジュール 



 ・仕様書等を踏まえ、令和５年１０月１日の運行開始に向けた準備スケジュ 

ールについて記載する。 

イ 運行車両 

・事業者が用意する運行車両２台、予備車両１台の仕様等 

・保管場所及び管理体制等 

・乗降カウントシステム、バスロケーションシステム、ＩＣカードシステム 

等の導入 

ウ 運行体制 

・乗務員の体制、教育方法、安全対策等 

エ ＯＤ調査 

・調査方法等 

    オ その他 

     ・利用者増のための独自提案 

③ 提案価格書（書式自由） 

「運行業務委託設計書」（別紙）の各項目の内訳がわかるよう価格明細を作成

し提出すること。契約は５ヶ年で行うが、提案価格書には１年間の運行業務に係

る費用を記載すること。 

（２）提出方法 

郵送又は持参により、事務局あてに提出すること。 

（３）提出期限 

令和５年３月３日（金）午後５時必着 

（４）提出部数 

正本を１部、副本を６部提出すること。 

１０．選定の方法

選定は以下のとおり行うものとする。 

（１）審査員の個人評価 

あらかじめ設定した基準に基づき、審査員が企画提案書の評価・採点を行う。た

だし、必要に応じて事務局より電話でヒアリングを行う場合がある。（プレゼンテ

ーションによるヒアリングは行いません。） 

（２）審査会での討議・総合評価 

審査員個人の評価をもとに、審査会において、評価の理由や観点について確認・

討議を行い、それに基づき審査員個人が再評価を行ったうえで集計し、審査会と

しての総合評価とする。 

（３）最優秀提案者の選定 

審査会としての総合評価において、合計点数が満点の６／１０以上の者の中か

ら、最高得点となった者を最優秀提案者として受託候補者に選定する。 

（４）評価が同点となった場合 

次の順序で上位の提案を選定する。 



① 提案価格の低いもの 

② 提案の合計点が上位の者 

１１．選定結果 

選定の結果は以下のとおりとする。 

（１）選定した企画提案書の提出者及び選定されなかったものに対しては、文書によ

りその旨を通知するとともに、審査結果の概要を後日町ホームページで公表する

ものとする。なお、審査内容及び選定結果に対しての異議は認めない。 

（２）選定されなかった者は通知を行った翌日から起算して７日以内に、書面により

理由について、説明を求めることができる。 

１２．失格 

次のいずれかに該当する場合には、失格となることがある。 

（１）提出資料等が本要項の提出方法や条件に適合しない場合 

（２）虚偽の内容が記入されていることが明らかになった場合 

（３）その他、本要項に違反すると認められた場合 

（４）審査会の審査員に直接、間接を問わず連絡を求めた場合 

（５）審査の公平さに影響を与える行為があったと認められる場合 

（６）見積金額が本要項に示した事業費限度額を超える場合 

１３．契約等 

受託候補者と見積合わせ等の契約交渉を行った上で、契約手続きを行う。ただし、

受託候補者が参加表明書の提出から契約締結までの間に指名停止の措置を受けた場合、

その他契約の締結が不適当と認められる事実があった場合は、その者との契約締結を

行わず、次点の候補者を契約交渉の相手方とする。 

  なお、令和５年度南知多町予算において、仕様書に記載された内容の予算が確保さ

れなかった場合、本要項において決定した事項は全て無効とする。 

１４．その他 

その他、留意事項は以下のとおりである。 

（１）提出された企画提案書等は返還しない。 

（２）企画提案に係る諸費用は、企画提案者の負担とする。 

（３）提出された各資料については、特別な事情がない限り再提出を認めない。 

（４）提案書の著作権は、企画提案書提出者に属する。ただし、町が報告等のために

必要な場合には、提案書の内容を無償で使用できるものとする。 

（５）町に提出された書類等は、審査及び説明を目的とする場合、その写しを作成し

使用することができるものとする。 

（６）提出された書類等が南知多町情報公開条例（平成１２年南知多町条例第４２号）

に基づく開示請求の対象となった場合は、提出者の意見を聴取した上で開示の可



否等を決定する。 

（７）前号により開示する場合、町がその写しを作成し使用することができるものと

する。 

（８）本要項に定めるものの他必要な事項については、審査会が定めるものとする。 


